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トルコの金融市場動向 Weekly Report

先週のトルコ・リラ相場は対米ドル、対円ともに下落し

ました。またトルコの2年国債金利は上昇しました。

市場では中央銀行による一連の利上げを経て、材

料に欠く展開となりました。前週までの大幅利上げを

受けてもトルコ・リラの買い戻し幅は限定的となり、利上

げ効果が一旦はく落し、トルコ・リラは下落しました。発

表された4月の経常収支は市場予想以上の赤字幅と

なりました。一方、4月の鉱工業生産と1-3月期のGDP

（国内総生産）は市場予想を上回りました。国債金利

はインフレ懸念を背景に小幅上昇しました。

【トルコ・リラ 為替推移】

（円/トルコ・リラ） （トルコ・リラ/米ドル）

（出所：ブルームバーグより大和投資信託作成）

今週は、経済指標では3月の失業率などが発表され

ます。市場は、24日（現地）の大統領選挙と議会選挙

に注目しています。

足元の世論調査ではエルドアン大統領および与党

連合の優勢が伝えられてはいるものの、依然として不

透明な状況です。市場ではエルドアン大統領が優勢

と報道されると、中央銀行の政策に介入するとの思惑

から嫌気され、トルコ・リラが売られる傾向があります。

また、大統領と議会で与野党が異なるねじれ状態とな

れば、政策運営が滞り、混乱する可能性があります。

大統領と議会ともに野党候補が勝利すれば、ポジティ

ブサプライズとなり、相場が反発する可能性があります。

いずれにせよ、選挙後の政策運営の行方が重要にな

ると考えます。

【1】先週の回顧

【2】今週の見通し 【トルコ 金利推移】

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが一致しない場合があります。
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